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論 文 の 要 旨 
本論文は，アントコロニー最適化法（ACO）の効率的なフェロモンの初期化法について論じている．
本研究の目的は，予測交通量を考慮した ACOによる動的巡回セールスマン問題の解法を提案し，現実
の道路網と交通量データに適用することで，実問題に対する ACOの性能を評価することである．近年，
群知能を利用した最適化手法が活発に研究されており，ACO はその代表的な手法として，ルーティン
グ問題，割当問題，スケジューリング問題など，様々な組合せ最適化問題に適用されている．ACO で
は，探索領域の情報をフェロモンと見なし，複数の蟻がフェロモンに基づいて解を作成する．通常，
探索前に探索領域の情報は保持していないため，ACO のフェロモンの初期化は均一に行われる．しか
し，フェロモンは ACOの性能に大きく影響を与えるため，フェロモンの初期化を適切に行うことによ
り、探索性能の向上が期待できる． 
本論文では，まず現在までに提案されている ACOのフェロモンの初期化法に関して，系統的に比較
検討を行っている．その結果，安定して精度の良い解を発見できる MAX-MIN Ant System に対して，
最も有効なフェロモンの初期化法を明らかにした．そこでは，解の精度を落とすことなく収束を早め
ている．次に，実問題に応用できるように手法を改良し，交通量が時間に依存する巡回セールスマン
問題にも有効であることを示している．ACO の効率的なフェロモンの初期化法を示すことで，ACO 全
体の性能向上に繋がる知見を示すとともに，ACO の実問題への応用例を示している．最後に，現実の
道路網と交通量データを用いた評価を行い，提案手法は実問題に対しても有効であることを確認して
いる． 
 
（博甲） 
審 査 の 要 旨 
【批評】 
代表的な ACOである MAX-MIN Ant Systemに対して効率的なフェロモンの初期化法を示したことで，
この ACOが用いられている様々な従来研究の性能向上が期待できる．従来では見向きされていなかっ
たフェロモンの初期化に関して，適切にフェロモンを初期化することによる性能向上の知見を示した
ことで，ACO の新しい研究分野を開拓した．実問題への適用例が少ない ACO において，商用のカーナ
ビゲーションシステムで用いられている汎用の道路地図と感知器交通量データに対して、提案手法が
有効であることを系統的な実験で確認したことは高く評価できる．今後は，ルーティング問題以外の
組合せ最適化問題や多目的最適化問題などへの応用が期待される． 
 
【最終試験の結果】 
平成２６年２月７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
